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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（～１１月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

                       

確
か
な
学
び 

学
力
の
向
上 

授業力の向上 

★研究授業の実施  

・堺 STEAMブックの事例を参考にした授業

づくり 

●学力向上委員会と教科会での改善検討 

年2回、計４教科での研究授業の実施 

・「授業中の学ぶ雰囲気が出来ている」の肯定的

回答を７５％以上・「教科･活動の時間は好きです

か」の肯定的回答を全教科で７０％以上 

実施状況の確認 

学校教育アンケート 

（生徒用） 

児童生徒状況調査 

１２月 

１２月 

△ 国語、理科、英語、音楽で研究授業を実施。 〇 ・予定通りに国･理･英･音で研究授業を実施 

・「授業中の学ぶ雰囲気が出来ている」の肯
定的回答が84％であった。 

・各教科で積極的にPCを用いた授業を実施

し、「授業で自分の考えをまとめたり、発
表したりすることがある」の項目で 69％
の肯定的回答を得た。 

〇 ・学校は授業の環境作り等で一生懸命に前向

きに努力をしてくれている。 

・先生方が各教科の授業で、積極的にPCを

使用してくれている。授業内容も工夫して取

り組んでおり、今後も継続していただきた

い。 

●学びのコンパスを指向した授業改善 

●１人１台ＰＣ端末を活用した授業 

「授業で自分の考えをまとめたり、発表したりす

ることがある」での肯定的回答を６０％以上 

「授業でＰＣを使う」の肯定的回答が８０％以上 

学校教育アンケート 

（生徒用） 

児童生徒状況調査 

１２月 

１２月 

△ 各授業の各単元においてPCを用いた授業を

実施。 

〇 〇 

基礎学力の定着 

★学力向上の取組 

・出る出るプリント ・朝学習 ・朝読書 

・質問会や放課後学習 ・ノート掲示の取組など 

テスト対策プリントの実施状況や朝学習を

はじめとした反復練習、テスト前学習会な

ど放課後学習の実施、ノート掲示。 

実施状況の確認 

毎学期末 

○ ・出る出るプリント、朝学習、朝読書の実施。 

・テスト前の質問会や放課後学習 ・ノート

掲示を定期的に実施。 

〇 ・各学年で定期テスト前には、「でるでるプ
リント」を配布し、放課後学習会やノート掲
示を実施している。 
・「チャイム着席を守っている」の項目で肯
定的回答が94％だった。前年度が95％であ
るため、後わずかで前年度値にもどすことが
出来る。 
・「授業に集中していますか」の項目で肯定
的回答が88％であった。目標値には届かな
かったが、今後とも声かけ等をしていく。 
・「家庭学習を毎日している」の項目で肯定
的回答が64％・「家庭学習強化週間では、家
庭学習に普段より多くの時間をとっている」
の肯定的回答は86％で目標値を大きく上回
っている。 

〇 

・各学年でテスト前等に取り組んでいただい

ていることが、成果として表れているように

感じる。 

 

・「家庭学習に多くの時間を取っている」の

項目での肯定的回答が目標値より１０ポイ

ント以上上がっていることは評価できる。来

年度もこのまま継続していただきたい。 

学
び
の
基
礎
力 

学習規律の確立 

●生徒会、風紀委員会の取組との連携 

 ・時計を見て行動する ・チャイム着席 

 ・授業への集中 

「チャイム着席を守っている」の肯定的回

答を前年値にもどす  「授業に集中してい

ますか」の肯定的回答が９０％以上 

学校教育アンケート 

（生徒用） 

児童生徒調査 

１２月 

１２月 

○ ・生徒会によるチャイム着席運動の実施。 

・風紀委員による服装・持ち物チェックの実

施。 

△ △ 

家庭学習習慣の確立 

●学力向上委員会と教科会との連携 

「学びと生活のすすめ」による学習習慣の

確立 

生徒用アンケートの「家庭学習を毎日している」

の肯定的回答６５％以上、保護者用アンケートの

「家庭学習強化週間では、家庭学習に普段より多

く時間をとっている」の肯定的回答７５％以上 

学校教育アンケート 

（生徒用・保護者用） 
１２月 

○ ・家庭学習強化習慣の実施。 

・週末課題を与え、PCの持ち帰りを行い、

家庭学習を推進。 

〇 〇 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

生
徒
指
導
体
制
の
充
実 

「チーム」として機
能する生徒指導体制  

●生徒指導委員会の取組 

・適切な初期対応と学年教員集団を基に

した「チーム」での生徒指導対応  

・状況に応じた「ほうれんそう」の徹底 

・月１回以上の事象の情報の共有 

・「学校はいじめや暴力がない学校づくりに

取り組んでいる」の肯定的回答９０％以上 

毎月の確認 

学校教育アンケート 

（保護者用） 

毎月 

１２月 

○ 毎月の生徒指導委員会の開催。 〇 ・毎月、生徒指導委委員会・職員会議で生徒

の様子を全職員で情報共有している。 
・「学校はいじめや暴力がない学校づくりに
取り組んでいる」の肯定的回答が93％。 

・いじめ・不登校対策委員会を月1回開催し、 
全職員で情報を共有している。また、各学年
で、不登校生徒への学力保障の観点からオン

ライン授業を実施している。 

〇 ・いじめ・不登校問題にも教職員が協力して

対応していることは素晴らしい。来年度もこ

のまま頑張っていただきたい。 

・不登校生へのオンライン授業の実施は、非

常に有難いことであり、今後も継続して取り

組んでいただいきたい。 

いじめ問題等への迅速

な対応と不登校生徒へ

の取組 

●★いじめ・不登校対策委員会の取組 

 ・いじめや暴力に対する迅速な対応 

 ・不登校生徒が相談しやすい環境づくり 

・いじめを迅速な対応で解決する。 
・不登校生徒の割合を前年度より減少する。 

日常の確認 

学校教育アンケート

年度末統計 

日常 

１２月 

年度末 

△ ・毎月のいじめ・不登校対策委員会の実施。 

・オンライン授業の実施。 

〇 〇 

心
の
教
育
と
体
力
向
上 

心身の健康を保持し、

運動に親しむ 

●保健体育や部活動を中心に保健知識の充

実と体力の向上 

「保体の教科･活動は好きですか」の肯定的

回答７５％以上  「体育授業に積極的に参

加している」の肯定的回答が９５％以上 

児童生徒調査 

学校教育アンケート 

（生徒用） 

１２月 

○ 熱中症対策を講じながら、体育の授業や部活

動の実施。 

△ ・「体育授業に積極的に参加している」の肯

定的回答が 93％で目標値を超えなかったが
今度も努力を続けていく。 
「栄養バランスを考えて食事している」の項

目の肯定的回答が75％となった。 
・「学校行事はみんなと協力して取り組んだ」
の項目で肯定的回答が 96％で前年値を上回

った。今後とも推進していく。 
・「人権の大切さについて学ぶ機会が多い」
の項目の肯定的回答は 82％で目標には届か

なかったが、各学年での道徳の授業や人権講
演会等を通じて進めている。また、各学年の
道徳の時間ではそれぞれの教材を使い、充実

した授業を行っている。 

〇 

・給食が始まり、子どもたちが楽しく過ごし

ていることが一番である。給食を通して食育

の大切さを指導していただき感謝している。

来年度以降も継続してください。                   

 

 

・道徳の授業や人権講演会等を通じて、人権

について学ぶ機会を設けているが、まだまだ

浸透していないのが現実である。来年度も継

続して実施していただきたい。 

食育の推進 

●中学校全員喫食制給食を通じて、食事の

重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。 

堺市児童生徒・学習生活状況調査の「朝食は毎日

食べていますか」の項目の肯定的回答で９０％以

上 「栄養バランスを考えて食事している」の項

目の肯定的回答で５５％以上 

児童生徒調査 

学校教育アンケート 

（生徒用） 
１２月 

○ 給食の時間に食事の重要性を伝えたり、家庭

科の授業で「あすけん」を利用した授業を実

践。 

〇 〇 

学校行事、人権教育及

び道徳教育の充実 

●状況に応じた学校行事の実施と充実 

●あらゆる人権に関する感性を身につける。 

●道徳の時間を要として、他教科等や教育

活動と関連させ、心の教育充実を行う。 

・「学校行事はみんなと協力して取り組ん

だ」肯定的回答が前年値を上回る。 

・「人権の大切さについて学ぶ機会が多い」

の肯定的回答が、８５%以上 

・道徳の標準授業時数の確保 

学校教育アンケート 

（生徒用） 

 

 

実施状況の確認 

１２月 

年度末 

○ ・行事を計画的に行いながら、学期ごとに振

り返りの実施 

・人権教育に向けた、教員研修・授業・講話

の実施。 

△ △ 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

地
域
協
働 

積極的な情報発信 

●学校ホームページや学校だより、テトルを利用 

して積極的に学校の情報を発信する。またオープ

ンスクール等で学校の様子を公開する。 

「学校だより、学年だより、ホームページ

などにより学校の様子を知ることができて

いる」の肯定的回答が９５%以上 

学校教育アンケート 

（保護者用） 

実施状況の確認 

年度末 

○ HPやtetoruと学校・学年だよりなどの定期

的な発信。 

〇 ・「学校だより･学年だより･ホームページな
どにより学校の様子を知ることが出来てい
る」の肯定的回答が98％と高い数値を得た。 
・10月12日に実施された「竹城台パワーフ
ェスタ」で生徒会が模擬店のお手伝いをし、
地域の行事に貢献できた。 

〇 ・学校だより･学年だより･ホームページ等で

積極的に学校の情報を発信することで、子ど
もたちの活動の様子が分かりやすい。 
・今後は竹城台校区に限らず、全校区の行事

に参加出来るように努力していきたい。 
地域連携 

●地域行事に生徒・職員が積極的に参加し、 

地域連携を進める。 

実施状況 実施状況の確認 
年度末 

○ 竹城台パワーフェスタへの生徒会の参加。｝ 〇 〇 

「確かな学び」の現状 
生徒の学習への思いは強く、昨年度の堺市ＣＢＴ調査でも全学年で、「教科・活動の時間は好きですか」の質問に対しての肯定的な回答は、ほぼ

どの教科でも堺市平均を上回った。また、昨年度のチャレンジテストのアンケートでは「家で、自分の苦手なところ、必要なところを考えて勉強

している」の項目では、３年生で大阪府平均を上回っているものの、１・２年生では大阪府平均を下回っている。今年度も、学習への意気込みは

感じられ改善傾向にはあるが、「テスト前」「テストに出題する」などの状況にならないと学習に前向きにならない生徒が、未だに見受けられる。

今年度は、目的・目標（めあて）・見通しを持った授業や教育活動を行い、ノート掲示でモデルを示すことを継続し、自分の考えや感想を書いた

り、まとめたりする力をつけ、総合的な学力の向上を図っていきたい。 

 

              

「豊かな心・健やかな体」の現状 
学校行事に前向きで、最後まで協力して熱心に取り組める生徒が多いのが本校の特徴である。昼休みにボールを使って運動場で遊んでいる生徒

も多く、部活動以外の外部のスポーツクラブに参加している生徒も多い。昨年度の学校教育アンケートの「体育授業や部活動に積極的に参加して

いる」では肯定的な回答が９割を超えている。また、昨年の堺市児童生徒･学習生活状況調査の質問項目の「地域や社会を良くするために何をすべ

きか考えることがありますか」の肯定的回答が堺市平均と同程度である。また、学校教育アンケート保護者用での「テレビを見る時間やゲーム･

携帯電話のルールを守っている」の項目で肯定的回答が４８％に留まっている。今後、定期的に全校集会等で注意喚起をし、肯定的回答の数値を

あげるべく努力していく。 

 

                 

令和７年度 重点目標  

・学習規律を基盤とした学力向上の推進 ・ＩＣＴを積極的に活用した授業改善の推進 ・生徒指導体制の充実（いじめや不登校の未然防止） ・豊かな人権感覚と道徳性の育成 ・不祥事を絶対に起こさない 

 

 

校長より（年度末）・今年度も基本的には落ち着いた状況で活動ができた。いじめや様々な課題について、今後も、早期発見し、対応・解決できるように努める。不登校については、登校しやすい環境を整えるとともに、ICTを

活用したオンライン授業を実施することができた。引き続き、問題行動や不登校の減少に向けて教職員全員で考えてまいります。 

・ICTの活用については、教職員が意識を高く持つことや、習慣化することで、少しずつではあるが進めることができました。また授業改善においても、今年度も様々な研修を実施することができ、少しずつ改善することができた。 

（様式⑦－1 小学校・中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

自らを律し、自ら主体的に、生涯にわたり学び続ける生徒 
 

学校関係者評価者から（年度末）･学校としてオンライン授業の実施も含め、不登校生対応

にも積極的に取り組んでくれている。今後も継続して取り組んでいただきたい。 

･教職員は様々な場面でよく頑張ってくれている。今後もこどもたちのために頑張ってほしい。 


